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■早寝・早起き・朝ごはん運動
　毎月第3日曜日「道民家庭の日」に併せて啓発全世帯設置されている防災行政有線告
知放送にて啓発。
■ネットワーク便り第1号発行
　第1号発行：2月8日　　　第2号発行：3月29日
　各学校・園ＰＴＡ保護者全戸配布及び、各行政区へ班回覧

２　広報啓発
　　活動

■声かけ・あいさつ運動
毎月１日・15日を基準日に20人ほどが街頭指導実施。

※　その他

■とうま通学合宿
町内小学5・6年生13名参加。9月25日～28日までの3泊4日。町有施設を会場に実施。異
年齢集団での集団生活により、コミュニケーション能力や規範意識の向上を図るととも
に、望ましい生活リズムを見つめ直すきっかけとなることを目的とする。

■いのちの授業
3月8日に、当麻小学校、当麻中学校において、町内の小学4年生、中学3年生を対象に
「いのちの授業」を実施しました。講師には、今年度も札幌インターナショナルスクール
出産準備教室講師の菊池咲十子氏を招いた。講義内容については、今まで同様、人が
生まれ、育つ過程を知ることによって自他の命の大切さや尊さを学び、いじめや自殺、
親子の愛着形成不全などを防止することをねらいとして行われた。小学４年生は「ありが
とういのち～みんな　きみが　大事～」、中学3年生は「いのち～生命誕生と　いのちの大
切さ～」と題して話があった。小・中学生ともに、自分に与えられた「いのち」の奇跡とそ
の大切さについて真剣に学んでいた。

３　研修会等

４　青少年保
　護育成巡回
　活動、環境
　浄化活動

５　青少年の社
　　会参加活動

代表者 塚　田　宣　彰

事務局担当者 村　椿　哲　朗

■教育講演会
　　開催日：１１月２９日（木）　　　場所：当麻町公民館まとまーる
　　出席者：ＰＴＡ、行政、町内関係者、一般町民　約100名
　　内　 容：当麻町ＰＴＡ連合会との共催。ウィルチェアラグビー日本代表選手の池崎
　　　　　　　大輔氏を講師に招き、「ウィルチェアラグビーから学んだこと～夢・挑戦・努
　　　　　　　力～」をテーマとして開催。講演内容は、自身の病気との出会い、ウィル
　　　　　　　チェアラグビーとの出会い、仲間との出会い、夢を追い続けるための努力
　　　　　　　などについて話があった。また、車イス同士のぶつかり合いの体験の場が
　　　　　　　設定され、ウィルチェアラグビーの激しさを垣間見ることもできた。
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